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＊編集の都合上，変更になることがあります

●先日の JANS39 では日本看護系学会協議会の公開シンポ
ジウムが開催され，大型研究計画に向けた看護学の取り組み
が紹介されました。本特集にも登場いただいた小松浩子先生
と真田弘美先生が，特集タイトルのように，まさに拡がる看
護研究の未来を熱く語られました。取り組みの内容やその
「未来」の一部は本特集でも紹介されていますので，ぜひご覧
下さい。特集を企画いただいた川口孝泰先生は，1970 年代

を看護学の発展のターニングポイントとし，当時抱かれた
「ワクワク」が現在にも通じるとされています。本誌の創刊
も，まさにその頃の 1968 年です。以来時を経て，令和への
改元とともに「Society 5.0」という新たな社会の到来を迎えた
いま，看護学の新たな時代の幕開けを感じる年の瀬です。特
集全体に通じる未来への期待を共有いただけたらと願いつ
つ，本年の御礼を申し上げます。� （小長谷）

特集
看護研究における報告ガイドライン 1
ガイドラインの意義　中山健夫
なぜ看護研究にガイドラインが必要か̶その背景と意義　友滝愛
ガイドラインをどう活用するのか　宮下光令
【知っておきたい！よく使われている報告ガイドライン】

CONSORT　木戸芳史
STOROBE　友滝愛
COSMIN　 加藤尚子
PRISMA　木戸芳史
RECORD　奥山絢子
COREQ　萱間真美

EQUATOR networkにおける 418のガイドライン精選

連載●集まる つながる 広がる̶若手研究者のバトン・10　江川優子
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